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令 和 ４ 年 ４ 月

日向市農業委員会定例総会議事録

令和４年４月２８日 （木）
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令和４年４月農業委員会定例総会議事録

令和４年４月農業委員会定例総会を令和４年４月２８日（木）午後３時から

日向市役所 第１・２・３委員会室において開催する。

農業委員の出欠

出 席 委 員（１４名）

１番 股 野 満 男 ２番 細 川 豪 邦

３番 黒 木 耕 作 ４番 治 田 健

５番 那 須 成 章 ６番 鈴 野 淺 夫

７番 松 木 親 則 ８番 甲 斐 英 教

９番 山 本 孝 志 １０番 溝 口 秀 樹

１１番 海 野 善 文 １２番 寺 原 勝

１３番 安 藤 嘉 弥 １４番 田 原 千 春

欠 席 委 員（なし）

農地利用最適化推進委員の出席者

出 席 委 員（１６名）

１５番 黒 木 藤 市 １６番 黒 木 豊 喜

１７番 黒 木 幸 義 １８番 野 田 正 明

１９番 黒 木 眞壽美 ２０番 佐 藤 力

２１番 菊 田 泰 徳 ２２番 山 口 佐知男

２３番 安 藤 政 廣 ２４番 児 玉 恭 司

２５番 直 野 廣 義 ２６番 黒 木 和 男

２７番 黒 木 義 行 ２８番 赤 木 康

２９番 矢 野 陸 男 ３０番 橋 口 泉

事務局出席者

事 務 局 長 黒 木 秀 樹 農 地 係 長 柏 田 高 宏

主 任 主 事 黒 木 信 介 主 任 主 事 井 本 彩
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日程第１ 議事録署名者の指名

２番 ９番

日程第２ 議案第３０号 農地法第１８条による許可申請について

議案第３１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

議案第３２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について

議案第３３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

議案第３４号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による所有権移転に係

る農業委員会の決定について

議案第３５号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農地中間管理事

業に係る農業委員会の決定について

議案第３６号 非農地証明願いについて

議案第３７号 農地のあっせん申出について

議案第３８号 農地法第２５条の規定による和解仲介案について

報告第１７号 農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出について

報告第１８号 農地用途変更届出について

報告第１９号 農地中間管理事業に伴う配分計画について

報告第２０号 農地転用許可申請後の許可状況報告について

報告第２１号 事務局職員の異動について

その他
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以上、会議の顛末を記し、記録に相違ないことを認めここに署名する

会 長 印

２ 番 印

９ 番 印
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議事録

開 会 午後３時００分

議長

事務局

議長

議長

事務局

それでは、ただいまから令和４年日向市農業委員会４月定例総会を開会しま

す。

なお、いつもお願いしておりますが、携帯電話の電源を切るかマナーモード

に設定してください。次に私語を慎んでください。発言をされる際は、自席番

号を言ってから発言してください。議事録作成に支障をきたしますので、よろ

しくお願いします。

まず日程第２、議事録署名委員の指名を行います。議事録署名委員に２番細

川豪邦委員、９番山本孝志委員を指名します。よろしくお願いします。

次に日程第２、議案審議に入ります。

まず、議案第３０号「農地法第１８条の規定による許可申請について」であ

ります。それでは事務局に説明をお願いします。

はい、議案第３０号農地法１８条の規定による許可申請についてでありま

す。今回全部で７件申請が出ております。一括して説明させていただきます。

７件のうち５件は中間管理事業の公社と借り人の合意解約になっておりまし

て、受付番号４０番以外はこの後、耕作者変更を行う予定となっております。

残り２件につきましても、今回の解約後耕作者変更をして、新しい借り人に

権利を設定する予定となっております。以上７件、皆様のご審議をお願いいた

します。

ありがとうございました。

ただいま説明のありました案件につきまして、質問等はございませんでしょ

うか。

ないようですので、お諮りします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）

ありがとうございました。

全員賛成ですので、原案の通りとします。

次に議案第３１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」で

あります。

それでは事務局に説明をお願いします。

受付番号１３番、１４番は譲受人が同じ方なので一括して説明します。受付

番号１３番、土地の所在地財光寺、地目は畑、地積７７５㎡ほか１筆で、畑の

合計が９７３㎡となっております。１４番が土地の所在地平岩、地目が田、地

積が３，０１６㎡ほか１筆で田の合計が５，０３６㎡となっております。

１３番は売買による所有権移転、１４番は賃貸借権の設定となっておりま

す。今回譲受人の耕作面積が０ということになっておりますが、１３番と１４

番の申請をすることによって、合計して６，００９㎡経営されることになりま

すので、下限面積は満たしております。

１４番については、これまでも譲受人が借りて作られていたということなん

ですけれども、今回正式に契約するため申請されるものとなっております。

許可後は、それぞれ水稲と飼料作を作付するということで聞いております。
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事務局

議長

４番委員

２８番委員

議長

７番委員

９番委員

２１番委員

議長

農地法第３条第１項の規定に基づき申請されるもので、耕作状況、下限面

積、取得することによる周辺農地への影響などはないものと思われます。ま

た、農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件の全てを満たして

いると考えられます。

続きまして、受付番号１５番、土地の所在地塩見、地目が畑、地積が２，４

６４㎡です。譲受理由は規模拡大、譲渡理由は相手方の要望、権利の種類は、

賃貸借権の設定となっております。

譲受人は、現在５９５㎡を耕作されておりまして、こちらは昨年４月に新た

に借りられたもので、こちらにハウスを建てられてまして、施設園芸での新規

就農を昨年度されました。今回規模拡大ということで、ハウスが既に建ってい

るこの申請地をお借りして、規模拡大をされるということです。

農地法第３条第１項の規定に基づき申請されるもので、耕作状況、下限面

積、取得することによる周辺農地への影響などはないものと思われます。

また、農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件の全てを満た

していると考えられます。

続きまして、受付番号１６番、土地の所在地富高、地目が畑、地積が７８７

㎡です。譲受理由は規模拡大、譲渡理由は相手方の要望となっておりまして、

売買による所有権移転です。

現在、譲受人は５５，４３７㎡を経営されており、下限面積を満たしていま

す。こちらも農地法第３条第１項の規定に基づき申請されるもので、耕作状

況、下限面積、取得することによる周辺農地への影響などはないものと思われ

ます。また、農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件の全てを

満たしていると考えられます。

以上４件、皆様のご審議をお願いいたします。

ありがとうございました。

それでは番号１３、および番号１４担当の４番委員および２８番委員から補

足あれば説明をお願いします。

４番です。特に問題ありません。

２８番委員。特に問題ありません。

はい、ありがとうございました。

次に番号１５および番号１６担当の７番委員、９番委員および２１番委員か

ら補足があれば説明をお願いします。

７番委員です。問題ありません。

９番委員です。問題ありません。

２１番委員です。問題ございません。

はい、ありがとうございました。

それではただいま説明のありました案件につきまして、他に質疑等はござい

ませんでしょうか。

ないようですのでお諮りします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）
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議長

事務局

議長

１２番委員

２９番委

議長

８番委員

２４番委員

ありがとうございました。

全員賛成ですので原案の通りとします。

次に議案第３２号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」で

あります。

それでは事務局に説明をお願いします。

受付番号４番、土地の所在地東郷町山陰、地目は田、登記面積は２６４㎡ほ

か３筆で田の合計が６０７㎡、畑が１２４㎡で、合計７３１㎡となっておりま

す。転用目的は資材置場です。追認とあるとおり、こちら申請人が平成４年ご

ろに農地法のことを知らずに転用し、それから資材置場として使っていたとい

うことで、始末書が提出されております。

雨水の排水は敷地内自然浸透式で行いまして、汚水の排水はありません。

申請地は周囲の農地の状況から、中山間地に存在する小集団の農地であるた

め、第２種農地に該当するものと考えられます。

申請地の周囲は、公衆用道路と山林、宅地に囲まれておりまして、周囲に耕

作されているような農地もない状況です。

農地法第４条第１項の規定に基づき申請されるもので、周辺農地への影響は

ありません。

続きまして受付番号５番、土地の所在地平岩、地目が田、登記面積が１，６

７６㎡です。こちらも転用目的に養蚕室・物置で追認と書いてありますとお

り、昭和５１年頃に、申請人の亡くなられたご主人が所属していた組合が養蚕

室を建てたということで、農地法のことを知らずに組合がやったこととはい

え、申し訳ありませんでしたということで、始末書が出されております。

雨水の排水は敷地内自然浸透で行いまして、こちらも汚水の排水はありませ

ん。

申請地は周囲の農地の状況から、中山間地に存在する小集団の農地であるた

め第２種農地に該当するものと考えられます。

農地法第４条第１項の基づき規定に基づき申請されるもので、周辺農地への

影響はありません。

以上 2 件皆様のご審議をお願いいたします。

ありがとうございました。

それでは番号４担当の１２番委員および２９番委員から補足あれば説明をお

願いします。

はい１２番委員です。

昨日２６日にですね、現地調査をいたしました結果、問題ないと思われま

す。以上です。

２９番委員です。問題ありません。

ありがとうございました。

それでは次に番号５担当の８番委員および２４番委員から補足があれば説明

をお願いします。

８番委員です。問題ありません。

２４番委員です。問題ありません。
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議長

事務局

議長

１７番委員

ありがとうございました。

それではただいま説明のありました案件につきまして、他に質問等はござい

ませんでしょうか。

ないようですのでお諮りします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）

ありがとうございました。

全員賛成ですので、原案の通りとします。

次に議案第３３号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」で

あります。

それでは事務局に説明をお願いします。

受付番号７番、土地の所在地、美々津町、地目は田、地積は６４１㎡です。

権利の種類は売買による所有権移転でして、転用目的は駐車場となっており

ます。敷地内は砂利敷きにし、車が３０台ほど停められるよう整備するとのこ

とです。雨水は北側の排水溝へ排水し、汚水等の発生はありません。

申請地は周囲の農地の状況から、第１種農地と考えられますが、不許可の例

外である集落接続要件に該当します。

農地法第５条第１項の規定による許可申請でございまして、同法第５条第２

項の各号には該当いたしません。

受付番号８番、土地の所在地富高、地目は畑、地積は３６２㎡です。権利の

種類は使用貸借権の設定で、転用目的は食堂の建築となっております。

譲渡人と譲受人は夫婦でして、使用貸借権を設定するということです。

雨水は、南側道路側溝に接続して行い、汚水の排水もグリストラップ及び８

０人槽の合併浄化槽を設置し、南側道路側溝へ接続して行うとのことです。

申請地は、周辺の農地の状況から、第 1 種農地と考えられますが、不許可の

例外である集落接続要件に該当しております。

農地法第５条第２項の規定による許可申請でございまして、同法第５条第２

項各号には該当いたしません。

続きまして受付番号９番、土地の所在地東郷町、地目は畑、地積は４９９㎡

です。権利の種類は、売買による所有権移転で、転用目的は個人住宅の建築と

なっております。

雨水の排水は北側既存側溝へ接続して行い、汚水の排水は合併浄化槽を設置

し、同じく北側既存側溝へ接続して行うとのことです。

南側の農地は、譲受人のお父様の農地であり、東側の農地との境には柵が設

置されており、そちらの農地の所有者も、住宅建築には承知しているとのこと

です。

工事の際などには、お隣の農地に影響がないように気をつけていただくよう

お願いをしております。申請地は周辺の農地の状況から、第１種農地と考えら

れますが、こちらも不許可の例外である集落接続要件に該当しております。

農地法第５条第１項の規定による許可申請でございまして、同法第５条第２

項各号には該当いたしません。

以上３件皆様のご審議をお願いいたします。

ありがとうございました。

それでは番号７担当の１７番委員から補足があれば説明お願いします。

はい１７委員です。
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１７番委員

議長

７番委員

９番委員

２１番委員

議長

１２番委員

２２番委員

議長

事務局

別に問題ありません。

はい、ありがとうございました。

次に番号８担当の７番委員、９番委員、２１番委員から補足があれば説明を

お願いします。

7 番です。

先日２６日に担当委員、事務局と現地視察に行ってきたわけですけども、隣

接する土地が、実家の土地であるということもあり問題ないかと思われます。

９番委員です。

問題ありません。

２１番委員です。

問題ございません。

ありがとうございました。

それでは次に番号９担当の１２番委員、２２番委員から補足があれば説明を

お願いします。

１２番委員です。

問題ありません。

２２番委員です。特に問題ありません。

ありがとうございました。

それではただいま説明のありました案件につきまして、他に質問等はござい

ませんでしょうか。

ないようですのでお諮りします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）

ありがとうございました。

全員賛成ですので原案の通りとします。

次に議案第３４号「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による所

有権移転に係る農業委員会の決定について」であります。

それでは番号１２と１３を事務局に説明をお願いします。

まず皆様のお手元の資料の訂正をお願いいたします。番号８番から１１番に

つきましては、皆様に議案書をお送りした後に、取下書が出されておりますの

で、こちら取下げということ議案から削除をお願いいたします。

それでは番号１２から説明させていただきます。

所有権移転をする土地、土地の所在地美々津町、地目は田、地積は９４０

㎡、ほか１筆で、田の合計が１，８８０㎡です。

所有権移転の時期が令和４年５月２日、対価が１００万円、支払いが同じく

令和４年５月２日となっております。

権利の種類は売買による所有権移転です。所有権の移転を受ける者は１３，

５９１㎡を経営されている専業農家です。

経営基盤強化促進法での所有権移転は認定農業者を中心に申請を受けている

ところですが、こちらの所有権の移転を受ける者は、先月の議案で斡旋譲り受
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事務局

議長

１７番委員

議長

事務局

議長

けの名簿に登録をされておりますので、この基盤強化促進法での所有権移転の

手続きを行えるということになっております。

家族数は２名、稼働力は２名となっております。

続きまして番号１３。所有権を移転する土地、土地の所在地美々津町、地目

は田、地積は１６８㎡です。

所有権移転の内容は、所有権移転の時期が令和４年５月２日、対価が１０万

円、支払いも同じく令和４年５月２日となっております。

こちらも権利の種類は売買による所有権移転となっております。

所有権の移転を受ける者は、現在１１，７００㎡を経営されており、主に畜

産業を営む認定農業者で、家族数は２名、稼働力は２名となっております。

番号１２，１３ともに、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る許可申請でして、同法第１８条第２項の各号には該当いたしません。

以上２件皆様のご審議をお願いいたします。

ありがとうございました。

それでは１７番委員から補足があれば説明をお願いします。

はい１７番委員です。

別に問題はありません。

ありがとうございました。

それではただいま説明のありました案件につきまして、他に質問等はござい

ませんでしょうか。

ないようですのでお諮りします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）

ありがとうございました。

全員賛成ですので、原案の通りとします。

次に議案第 35 号「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農地

中間管理事業に係る農業委員会の決定について」であります。

それでは事務局に説明をお願いします。

一括してご説明させていただきます。

今回１０件申請が上がっているんですけれども、塩見、財光寺、富高地区に

ついては、このあとすべて９件とも同じ法人に配分をされまして、最後の２８

番だけ、別の法人に配分されるということになっております。田が１６筆で１

４，８８１㎡、畑が７筆で６，０２３㎡。合計２０，９０４㎡となっておりま

す。

以上１０件皆様のご審議をお願いいたします。

ありがとうございました。

ただいま説明のありました案件につきまして、他に質問等はございませんで

しょうか。

ないようですのでお諮りします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）
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２３番委員

議長

７番委員

ありがとうございました。

全員賛成ですので原案の通りとします。

次に議案第３６号「非農地証明願いについて」であります。

それでは事務局に説明をお願いします。

受付番号８番、土地の所在地美々津町、登記地目、畑、現況地目、宅地、登

記面積１２５㎡ほか１筆で畑の合計が３３３㎡となっております。

こちら証明内容にあります通り、農地法施行以前から農地以外の土地である

ということで、申請人にお話をお伺いしましたところ、戦前から神社の社務所

が建っていたということで申請が出されたものです。

先日、担当の委員さんと現地調査に行きまして、間違いなく戦前ごろから、

宅地だっただろうということで確認をしました。

受付番号９番と１０番は近地で関連があるんですけれども、現況地目山林と

なっているんですけども、全て原野ということで修正をお願いします。

９番、土地の所在地富高、登記地目が畑、現況地目が原野、登記面積が３９

㎡ほか１筆で合計９５４㎡。

受付番号１０番、土地の所在地富高、登記地目が田、現況地目が原野、登記

面積が５９５㎡となっております。

こちら９番１０番、両方とも農振農用地区域に入っているんですけれども、

もう長年耕作がされていない状態で、とても農地に戻すのは困難ということで

先日現地調査をしまして確認をしてきたところです。

こちら非農地が証明された後には、申請人から農振除外の手続きをしていた

だくということになっております。

続きまして、受付番号１１番、土地の所在地、平岩、登記地目田、現況地目

山林、登記面積２，８５４㎡です。

こちらも先日担当委員さんと現地調査に行ってまいりまして、証明内容にあ

ります通り、１０年以上耕作放棄され、かつ将来的にも農地として使用するこ

とが困難な土地ということでこの申請地に行くのにも、かがんで行かないとい

けないような困難な道のりの先にありまして、なかなか農地に戻すことは困難

だと思われます。こちらもですね、農振農用地区域にずっと指定をされている

場所になりますので、非農地ということが証明された後には、申請人から、農

振農用地除外の手続きをしていただく予定となっております。

以上４件、皆様のご審議をお願いいたします。

ありがとうございました。

それでは番号８担当の１３番委員および２３番委員から補足があれば説明を

お願いします。

１３番。現地確認をしてですね、戦前より建物が建っているという写真も確

認したところであります。問題ありません。

２３番です。問題ないと思います。

ありがとうございました。

次に番号９および番号１０担当の７番委員、９番委員および２１番から補足

があれば説明をお願いします。

７番委員です。ここも先日２６日に現地確認して、とても元には戻せないと

いうことで問題ないと思われます。
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４番委員

２４番委員

９番委員です。問題ありません。

２１番委員です。問題ございません。

ありがとうございました。

次に番号１１担当の８番委員および２４番委員から補足があれば説明をお願

いします。

８番委員です。２６日に現地確認調査を行いまして、問題ありません。

２４番員です。問題ありません。

ありがとうございました。

それではただいま説明のありました案件につきまして他に質問等はございま

せんでしょうか。

ないようですのでお諮りします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）

ありがとうございました。

全員賛成ですので、原案の通りとします。

次に議案第３７号「農地のあっせん申出について」であります。

それでは事務局に説明をお願いします。

受付番号１１番、土地の所在平岩、地目は田、地積は１，０１５㎡です。所

有者と申出人には同じ方で、現在果樹が植わっておりまして、申出の理由とし

ては貸したいということで、申請をされております。

以上皆様のご審議をお願いいたします。

ありがとうございました。

それでは先ほど農地部会が行われておりますので、農地部会長より報告をお

願いいたします。

はい、報告いたします。

総会前に農地部会を開催し、あっせん委員の選考を行ったところでありま

す。

あっせん委員として、４番治田健委員、２４番児玉恭司委員を選考したとこ

ろであります。

よろしくお願いします。

はいありがとうございました。

ただいまの案件につきまして、質疑等はございませんでしょうか。

４番委員です。

この話ちょっと水回りのことで相談がありまして、ちょっとできないという

ことで。児玉委員のところに話がいっていると言うことで。

２４番です。

今、４番委員が言われましたけど、今日あっせん委員が決まるということで
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２４番委員

議長

４番委員

議長

８番委員

したので、その時に決まった方と私自身、申出人から相談受けてましたので、

正式にあっせん委員の方と相談すればいいのかなと考えて、先ほどのときに質

問しませんでした。すいませんでした。

私も面識のある方に一応お願いしまして、今まだ内諾というか、そこあたり

までのところではないのですが。今日あっせん委員の方が決まりましたら、そ

の方と一緒に訪問していろいろ条件等をですね、申出人からは電話の先で話は

聞いてはいるんですけれども相手が相手といいますか作物が果樹園であります

ので、管理とか、そういうところの条件等々も詳しく聞いてから相談したいな

と思って、まだ私自身、先ほど言いましたように、発言を控えさせていただい

たところであります。

２４番委員ありがとうございました。

４番委員、以上の意見ですけど、よろしいでしょうか。

大丈夫です。

それでは、皆さんにお諮りいたします。

賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）

ありがとうございました。

全員賛成ですので、原案の通りといたします。

次に、議案第３８号「農地法第２５条の規定による和解仲介案について」で

あります。

それでは、８番委員にこれまでの経路報告をお願いいたします。

８番委員です。

現在までの和解の仲介についてですね、ご報告を申し上げます。

本年１月の定例会におきまして仲介に選出されました２番委員、１３番委員

より会の互選によりまして、仲介委員会の委員長となりました。私の方からこ

の件につきまして報告をさせていただきます。

提案議案の説明に入る前に経緯について報告をいたします。

２月２８日の定例総会におきまして、中間報告をいたしましたが、改めて報

告をいたします。

２月２日に事務局で２番委員、１３番委員とともに、現地調査の後、申立人

と相手方から意見を聞くことと、日程を確認しました。

現地調査を２月８日に行い、意見聴取の日程を金ヶ浜公民館で確認をしたと

ころであります。

２月１８日に金ヶ浜公民館で仲介委員および事務局員で、申立人および相手

方双方から別々に意見を聴取しました。

３月３日に事務局で和解案の検討を行いました。

３月９日に市役所２０２会議室において譲歩の余地があるか探りましたが、

双方とも境界は正当なものだと主張を崩しませんでした。

その後協議を行い、客観的に境界を示す証拠がないこと、その他の理由によ

りまして、本日提案する境界を法下とするという仲介案をまとめました。

今後は境界の取決めについて GPS を用いた科学的かつ客観的なものを導入す

る必要があると感じております。

また、権利の移動の際には、当該農地の隣接者と境界の確認などを行い、か

かる紛争に発展しないよう取り組む必要もあると思います。
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事務局長

議長

以上報告を終わります。

はい、ありがとうございました。

それではここで一旦休憩いたします。

（休憩）

それでは、再開をいたします。

和解仲介案につきまして賛成の方は挙手をお願いします。

（全員挙手）

ありがとうございました。

全員賛成ですので、原案の通りいたします。

以上をもちまして議案の審議を終了いたします。

続きまして報告１７号から報告２５について、事務局長から報告をお願いし

ます。

それでは、日向市農業委員会事務局規定による受理通知書の交付についてご

報告申し上げます。

まず、報告第１７号「農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出

について」であります。議案書では４２ページです。

届出の件数は７件、土地は田３筆、畑１０筆で、面積は１，７４９㎡であり

ます。転用の目的につきましては、住宅および資材置場であります。

次に、報告第１８号「農地用途変更届について」であります。議案書では４

７ページです。届出の件数は１件。畑堆肥舎を建設するという内容でありま

す。

次に報告第１９号「農地中間管理事業に伴う配分計画について」でありま

す。議案書では４９ページです。日向市農業畜産課から提供された情報であり

ます。１４件、田が２２筆２０，１８７㎡、畑が７筆６，０２３㎡の農地配分

が行われております。詳細につきましては、報告第１９号別紙をご覧下さい。

次に報告第２０号「農地転用許可申請後の許可状況報告について」でありま

す。議案書では５１ページです。

２月の定例総会にて可決した５条申請２件が県知事許可されています。

最後に報告第２１号「事務局職員の異動について」報告いたします。

これは臨時総会での議決に基づいて報告をするものでございます。以上こち

らの記載されている通りでございます。紹介につきましては先月のこの場で紹

介させていただきましたので割愛させていただきます。

以上ご報告申し上げます。

ありがとうございました。

ただいまの報告につきまして、ご意見ご質問等ございませんでしょうか。

ご意見、ご質問等もないようですので、これをもちまして全ての会議の日程

を終了しますとともに、議長の任を解かせていただきます。本日はご協力あり

がとうございました。


